
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
飯 豊 中 学 校 

令 和 ５ 年 度 

第 ３ 号 

令和５年５月１８日 

文責：金田孝善 

上記の見出しは、今年度の生徒会スローガンです。５月

10 日(水)に行われた生徒総会で可決されました。このスロ

ーガンには次のような思いが込められています。 
  

今の飯豊中の現状を見ると「物事が中途半端で終わるこ

とが多い」「感動やうれし涙、悔し涙が足りない」と思い

ます。そこで、「涙を流すような情熱のある活動をし、感

動し、感動してもらい、うれし涙や悔し涙が出るような本

気の活動をする」ことが大事だと思います。汗も涙も感動

も、本気で活動しなければ表れないものです。このことか

ら「本気・感動・汗・涙」というスローガンを考えました。 
  

 生徒総会では、例年通り執行部ならびに各委員会の年間活

動計画について質疑応答がなされた他に、専門委員会の改編

と生活の約束(校則)の見直しについても話し合われました。

いずれも、自分たちの生活を見つめ、より良いものにしてい

こうという観点からの提案であり、自治を学び体験するとい

う生徒会活動において、とても意義のある取り組みだと考え

ます。 
 
最後の講評で、校長から次の３つのことを話しました。 

① 今年度のスローガンはすばらしい。 

 単なる言葉遊びでなく、こういう姿を目指したい、こういうことを大切にした

いという思いがストレートに伝わってくる。今年度の生徒会活動が本気の取

り組みとなり、飯豊中での生活を感動深いものにしていくことを期待する。  
② 民主主義を学ぶ絶好の機会である。 

 生徒会活動は民主主義の基本を学ぶ絶好の機会である。民主主義を

行うには時間がかかる。でも、そうして合意形成を図ることが大事。その意

味で、今日時間をかけて真剣に話し合ったことは、民主主義を学ぶ上でと

ても意味のあることである。  
③ 権利には義務が伴い、自由には責任が伴う。 

  今日決まったことに対して、執行部や各委員会には実行する責任が、

会員には活動に協力するとともに、きちんと行われているかチェックする責任

がある。 
 

委員会改編や校則の見直しなどの難題に取り組む今年度の

生徒会。しかし、それを解決する中で、生徒諸君はきっと多

くのことを学び、大きく成長してくれることでしょう。 



読書の習慣を身につけよう！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飯豊中生の活躍 
 

◇サクラカップバレーボール交流大会 

中学女子の部 第 2位 

敢闘賞 ３年 渡部紗織里 さん 
 

◇長井市営コート竣工記念 

中学校ソフトテニス研修大会 

女子 Dリーグ 第 2位 横澤 湊子 さん 

渡部萌百香 さん 組 

女子 Cリーグ 第３位 長岡 茉桜 さん 

菊地 彩波 さん 組 

女子 Bリーグ 第３位 髙橋 羽奏 さん 

佐藤 心愛 さん 組 
 

◇山形県縦断駅伝競走大会 

第 26区 第 1位 ３年 渡部 幹太 さん 

６月の主な行事 

２日（金） 教職員研修会（４時間授業） 

７日（水） 校内授業研究会 

１４日（水） 期末テスト計画表作成 

１６日（金） 地区総体壮行式 フリー参観日 

学校運営協議会 

１７日(土)～１８日(日) 地区総体 

１９日(月)～２０日(火) 振替休業日(17・18 日分) 

２８日(水)～２９日(木) 期末テスト 

三者面談ありがとうございました。 

お子さんのご家庭での様子や保護者の方の思い
を伺うことができて、たいへん貴重な時間とな
りました。今年度も、互いの信頼関係のもと教
育活動を進めて参りたいと思いますので、今後
ともよろしくお願いいたします。 

 本校では、学習指導の重点の一つとして“読書”を

挙げています。毎週 月・木曜日の朝読書をはじめ、

「読書週間」や「読書マラソン」などの取り組みを計

画しているところです。 

 先週から今週にかけては、三者面談と並行して読書

活動を３日間実施。学年ごとに「ブックトーク」「いの

ちの絵本リレー」「たっぷり読書」をローテーションし

て行いました。そのうちブックトークでは、学校司書

の奥山真友子先生においでいただき「本で聴く MUSIC」

というテーマで、次の４冊を紹介していただきました。 

・『蜜蜂と遠雷』 恩田 陸（幻冬舎） 

・『表参道高校合唱部』 櫻井剛・桑畑絹子（学研プラス） 

・『階段途中のビッグ・ノイズ』 越谷オサム（幻冬舎） 

・『Japanese City Pop100』 Night Tempo（303BOOKS）  
早速借りた生徒に話を聞くと「知っている音楽が出

てきておもしろい」「まだ途中だけど、これからの展開

がとても楽しみ」ということでした。 

忙しいといわれる中学生ですが、暇になれば読書す

るようになるかというとそうでもなさそうです。やは

り“習慣”が大事なのでしょう。本校では、様々な取り

組みや機会を通じて読書の習慣が身につくよう努めて

まいります。各ご家庭でも一緒に本を読む時間を設け

たり、大人が読書する姿を見せたりすることで、本に

親しむ子どもが育つようご協力お願いいたします。 


